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TALK OUTLINE 

1. NTC1Rつてなに

2. ACUA速報

3. MOAT速報

4. PATMT/PATMN速報

5. MuST速報

6. EVIA速報

7，つづきはNTCIR-7meeting (12/16-19)で.

NTCIR 

情報検索 InformationRetrieval (IR) 
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r¥JfζIR 文醤データの倒:
<DOC> 

<DOCNG>ClgJxX_19990110_0Q心1<IDOCNO> 
<LANG>EN</LANG> 

<HEADLlNE> Asia Urged 10 Move F a51s， Jn Shoring Up Shaky 8anks </HEADLlNE> 
<DATE> 199自心1-1G<IDATE>
<TEXT> 
<P>HONG KONG， Jan 10 (AFP)ーBankior Inl8mat田 nalSeltlemenls (818) general manager 
And凶wCmcketl has urged A5ian economies 10 move !a5lsr in reforming Iheir shaky banking 

凶 cto陪， repo出回idSunday. Speaking ahead o! Monday's meeting at the BIS oH日 here01 
inlerna~jon副 cenl悶I bankers川dudingUS Fede悶 tRese刊 echa;rman Alar、Greenspan，
Crockelt s副dhe was encouraged by regionat bank旧日時formsbul "Ihere is .lilI 50me way 10 
官。‘Asianbanks shake of! Iheir burder¥ 01 bad debl if ihey were 10 be able 10 finance recoverj 
in the crisis-hit region， he s.aid accordiれ91α theSunday Morning PosL Crocketl added Ihat 

more stable currancy exchange rates and fower inlerest rates had paved Ihe way (or recovery 

"Therefofe I believH ln the financial area， the crisis has. in a sense been contained and that 
now il is pos剖ble10 look forward 10 real economic recovsry; he was quoted as saying by !he 

Sunday Hong Kong Standard </P> 
<P>嗣Itwoυ!dnot surpris.e me. glvsn Ihe lnlems! I know c.ertain governors have， if tho subjecl 
01 hedga funds was discυs.sod during t同 meetingプCrockeltsaid <IP> 
<P>H" reileraled commen!s by BIS otficials here Ihal tho cen!ral bankers would sfay ligh!-

lipp&d aboullheir rneeling目 Ihefirsl 10 be held剖 theHong Kong of!ice of fhe Swiss-based 
instilulfon 8incB it opened iasl July_ </P> 
<ITEXT> 
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正解判定の形式

トIe.lJ以下のような形式になってい

後泌総i1.~1l51gj ダミーフィールド 文豊富お笥 判定~ð5喜

主主官"

これをつかって、 4書官持システムがtl:JIJし1':1生活指飴疑の荷l兇

邸 (RecolJ)と務滋 (Precision) などの後手特商均妊の糾

11!fJ;関 l識を踏出しS:~

情報アクセス技術の評価の6レベル

よ I~レベノ'v: OJ.ヰrefficiencyeX.Ad 
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4. 1出刀レヘソト府要の活折
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評価ワークショッブ
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1¥11ζ!日 横家の厳しさは、横素質問ごとに異なる

システム聞の横禦 1 
つの検黛システム上で、50留の横

有効性の比較
策質問の倹索有効性の比較

はoooa i-xf¥寸 7

難しい質問Jrま、システムによっ た:泊四
異なる firxw 

Requests #101-150 

信頼J生のiiiいE平価をするに

恥叫 は、多数の質問を用いる必

一←サ 婆がある。評価指標によって
. "'..~ . o I必要質問数は奨なる

NTCIR-6 (2007)口頭発表セッションの様子

NTCIR・6(2007) banquetの様子
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NI仁仏
テスト♂シヨンは腕評価するのか

NTCIR-6 (2007)ポスターセッションの梯子

NTCIR四 7

-クラスタ1:高度言語横断情報アクセス
(ACLlA=CCLQA +IR4QA) 

・クラスタ2:多言語意見分析(MOAT)決頃
.クラスタ3:特許翻訳・マイニング
(PATMT + PATMN) 

• MuST:動向情報の抽出・要約・可視化

• EVIA:悟報アクセス評価に関する

NTCIR併設国際ワークショップ
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ACLlAオーガナイザ
AClIA task organlzors 
ー Tl)rukoMilamura (Carnegie Mellon University) 

- Eric Nyberg (Carnegie Mellon Universily) 

IR Mota-Task coordlnators: 
ー TatsuyaSakai (NewsWatch. Inc.) 

- Fred Gey (UC Berkeley) 
IR lor QA coordlnators: 

Noriko Kando (NII) 
ー DonghongJi (Wuhan University) 

Japanose CLQA coordlnators: 
- Tsuneaki Kalo (Tokyo University) 
ー TatsunoriMori (Yokohama Nalional Universily) 
Slmplllled Chlnoso CLOA coordlnators: 
- Chin-Yew lin (Microsofl Research Asia) 

- Rulhua Son9 (Mlcrosoft Research Asia) 
• Tradltlonal Chlnoso CLQA coordlnators: 

ー Chuar、J同 lin(Natlonal Taiwan Ocean University) 

• ACLlA advlsors: 
Noriko K日ndo(NII) 

- Kui.Lam Kwok (Queens College) 

CCLQAタスク概要

-ファクトイド質問(NTCIR-5β)よりも
高度で複雑な質問を扱う

・4つの質問タイプ:定義、関係、出来事、人物情報

一定義:What is the I-Iuman Gθnome Project? 

一関係:What is thθrθlationship between 
Saddam Hussein and Jacques Chiracフ

ー出来事:List m可'orevents in formation of 
Europθan Un;on、

一人物情報:Who is Kim Jong-II? 
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ACしIAのねらい

多言語の評価

日本語、中富語(簡体字、繁体字)

言語横断質問応答 vs単言語質問応答

言語横断検索(CLlR)コミュニティと

言語横断質問応答(CしQA)コミュニティの協力促進

-QAシステム全体のーモジュールとしてのIRの評価

ー QAシステム全体をもっていない研究チームでも

モジュール単位で参加可能

CCLQAタスク概要 (2)

.復雑な質問を扱うCLOA(質問:英語)
-EN-JA (知識源日本語)

-EN-CS (知識源:中国語(簡体字))

-EN-CT (知識源・中国語(繁体字))

.同等の質問を扱う単言語OA

-JA-JA (質問、情報源日本語)

一CS-CS(質問、情報源:中国語(簡体字))

ーC下CT(質問、情報源-中国語(繁体字)

.OAシステムの検索モジュールを他チームの

ものに差し替えたコンビネーションラン
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'加チーム
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提出されたCLQAJ単言語QAランの数

'掴チーム 質問解柄 。A

EN' C~ 1 CS'CS 1 Cl・Cl1 EN-JA 1 Ĵ -JA 1 EN" CS 1 CS-CS 1 C 1・CI1 EN-JA 1 JA'JA 

CMUJAV 一_-I_..!..L___..J__-=-'-__..2
CSWHU 

ド。'"
IASL 

)(tCIU 

NTCOA 

OllGANllER 

評価ツールキットEPAN
(Evaluation Package for ACLlA and NTCIR) 

.トピック作成ツール

ー質問や回答ナゲットの作成

.ラン提出ツール

.:iE解作成ツール

ー IR40Aの適合性判定

一CCLOAのナゲット(回答を4賛成する最小単位)半IJ定

• XMLのim port/ export 

・マルチユーザによるワークスペース共有

・管理者ツール(タスク進捗、ユーザ行動履麗)

評価について

・ CLOAl単言語OAランを人手評価

ーナゲット・ピラミッド評価:ナゲットベースで複数評
価者に基づく「重みつきF値jを計算

[LiniDemner-Fushman 061 

. CLOAl単言語OAlコンピネーションランを全

て自動評価

一日本語・中国語版POURPRE

[l...in!Dernner-FI見 hrnan05] 

続きはNTCIR-7成果報告会で!



ACLIA -IR4QA 

(質問応答向け文書検索)

速報

オーガナイザ TetsuyaSakai， Nori知 Kando，Chuan-Jie Lin， 
Teruko Mitamura. Donghong Ji， Kuang-Hua Chen. Eric Nyberg 

提出されたIR4QArunsの数
cs=中国路{簡i本字) CT=中国組(繁休学') JA=日本語

[c:tm cs-CS EN.CS CT-CT EN.CT JA.JA 主丙::iii
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IR4QAにおけるプーリング

各トピックについて深さd=30，50， 70，90，100の

プールを作成

2_ まず深さ30のプールを判定、次に深さ50のプール
の未判定文書を判定、 etc.

"約100トピック x3言語について2週間で判定!

"トピック毎に最終的なプールの深さは異なる

ー多くのrunsの上位d位以内に検索され、

かつ上位に検索されたものを優先的に判定者に提示

ー今後、判定結果をversionupする予定

IR4QAのねらい

-質問応答に適した文書検索技術とは?

e-9. なるべく多織な適合文書を検索

VS 特定の高適合文書をずばり検索

-質問解析は文書検索の有効性向上に役立つか?

.質問応答の有効性と文書検索の有効性の関係は?

.言語依存の問題と非依存の問題は何か?

中国語(簡体字)VS中直語(繁体字)vs日本語

• IR40Aに適した評価方法とは?

一般的なプーリングの仕組み
参加子ームが}是:tした
1主緊結果 ・川市"

Runの
深さ
(1日自0)

尺unの
文書¥‘ |深さ
集合 ヘト(1000)

eJ~
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m
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い

適合性判定結果l

IR4QAの評価指標

-平均精度(AP=AveragePrecision) 

検索研究コミュニティで最も広く用いられているが

多値適合性(高適合、部分適合etc)に対応できない

. 0ωmeasure [Sakai04} 

多値適合性に対応したAPの拡張

ユーザモデル [Saka i!Fzobertson08} 

• nDCG iJarve!in02] のMicrosoft首長 [surges05j

多値適合牲に対応した最も広〈用いられている指標

APやQよりも、再現率の低いシステムに甘い
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公開評価ツール:ir4qa _ eval 
b.UJuLu~.!笠み;足以l!l:_~佐!豆D.lf!r{辺E品:'.11:!Q3.立当J.::l:1
よりダウンロード可能。 IR4QAだけでなく、 NTCIR
CLlRなどTREC-likeなタスクに適用可能。
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トヒック毎{こ
ディレクトリを.II'foc

:t:;rrh即日ロ間IAP， Q， nOCG， P@N， 

jMeiinaCfO!.SI附 日 I RBPなどを算出可能
L("，.'叩月祖国.~lJ!.~可..............1

TALK OUTLINE 

1. NTCIRつてなに

2. ACLlA速報

3. MOAT速報

4. PATMT/PATMN速報

5. MuST 速報

6. EVIA速報

7. つづきはNTCIR-7meeting (12/16-19)で..

動機

-成熟しつつある意見抽出技術を

評価するための共通基盤の提供O

・多言語の意晃分析の傾向の

違いを明らかにする。

-資源
多言語(日本語・英語・簡体字中国語

.繁{本宇中国語)を対象とした新聞記事。

一言語を横断した共通トピックの提供
(comparable opinion corpLJs)。
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NTCIR-7成果報告会では..• 
以下について報告します。

・各参加チームのアプローチ

• AP， Q， nDCGによる評価や、これらの指標の遣い

.適合性判定結果を全く使わずにシステムをランクづ

けした場合と、適合性判定結果に基づきシステムを

ランクづけした場合の相関

・擬似適合性フィード、パックがうまくいったチーム、

いかなかったチーム

-その他

一緒に議論しましよう1

MOAT (多言語意見分析)速報

Organizers: 
関洋平(豊橋技術科学大学)

Oavid Kirk Evans (アマゾン・ジヤ1¥ン)

Hsin-Hsi Chen， Lun-Wei Ku (間立台湾大学)

Le Sun(中国科学院ソフトウェア研究所)

神門典子(国立情報学研究所)

タスクモデル



NTCIR-7タスク定義

訓練データ
(NTCIR-6 OAT corpus) 

アノテーションツール

日本語

(Cohenの)尽悔数
判定者2名の付与の一致度を表す指棟。

べから1の聞の殖を取り， 1に近いほど一致しており$

0，4以上であればほどほどに一致.

0，6以上であればかなり一致しているとされる。

アノテーション

-日本語テストデータ(formalrun) 

，5;885文に対して6，221意見節をアノテート0

.意見保有者・意見対象は，

照応関係を明示的にアノテート。

• CSV. XMLフォーマットの提供。

NTCIR-7 MOATの狙い

-アノ子一ションツールを使い，

精度の高い意見分析コーパスを作成する0

.文より細かい粒度の

重呈箆の単位を設定し
極性(肯定・否定・中立).
意見保有者(意見を保有・表明する主体).
意見対象(意見の対象)の抽出技術を評価。

ンョ、ン
一ナノア

極性
(POS，NF'G， 

おとし!.l
〈沼山内閣、.An.;h，s::;RGSu:ttcp:c =.>'003" U心以州自立='JA-010913079・ E 

Y ム込山9" (l ~Wl巧州制ぜYES" 哨ν3:1l="Nぴ p山nty="'POS-- 意見保有者
川町，="(奇恩来館・三井物産7概略研究m*)唾3~，，'，'，tzõget=喋底、 1<照応あり.なし)
+民飯、京聖置とも'3>磁で才』ブ‘メi米司役会@弱みを狙われた不惑な也来事
だが、半面、薬紋な社会鍋過が入、モ人会、設備を世界中かる吸叡する米巴
@厳援要量tlE.. 己 品品世血 t:'_-" 、 __f_~:':" - . ..J笠啓': 1 意見対象

2附73wi品 722品 説包括主主お=隣締il'<照応あり なし)
1電車tJ埠氏虫、市曹と匂ヲ岨刊でノJ怯京国江会句協ゐを賓ち宵た京事'
万芭宮狼駐司事蕃7花Eが、〈可!(向H
~G司1;川J♂川g“川附'山o円叫i えM停明叩附t机、 匁引1.01副加，叶川1<川〈仁ω‘:hわN、，.，占r:::"1口223‘削dι〈仁ï:~哨忌副t同思t‘' 12ゐγ 続鍬品舷古吟 QJf' 
n剖d由匂!ど寸膏血容量S，三#鍋湾純鶴原ヲ干局長〉由~1ta:明E 砦顕治半厳でm

"11:なじ田明岨JJ'̂ 、."."'.車、理問、ι巴 .，r--r1Jつ喧暗tする栄!II1)J強長 素
だ.ι:Op:r:i仁川ExβrQ~ ot;H，'九仇〉

. .:'}t)p:pjc覗l，...... ll禄[v!:)j古代坐会lJ:t>

<upln宅1¥釘1J:I'(Si$ResuH日piCピ丙03'!.:dccu:r.ent =.・JA・01D913019・
掛川nCd='叩 30'0伊ft:cnal~(.~.:::"YE stぱ I:'....a;、t;;'NO・pelar;'t.，:='旺U'

ho!rle rゴ{寺島東邸・三井亀慮哩E略研究所長 )03' 日:，"~..;.~，:::";米国b ふ
危健にひんしたときの米自の強さは大変なもので、被力月以内に米国は正常な
制 ζ震捕す1i:. 山 ¥ -

<.:(平岡市:ぜiX;'>:出向p :::tMtC t削，~) 1262' 刊<.t<:h~r="128'~ 醐蜘鵬出身籾3

hol.ji:i寸1守主誌碍宅:モ枝容畏!里~*.理寒功零)~'~ ; t~r2'，μι恕翠註》危櫨1:
ひんした'-C 叩早国叫''''''日u、~・ V叫少、、 、、.-ド、四)SXP"冶認定百寺 町開問

<Optru~nEÅlore"S制山坑<I :'tCI:.a: r:.- 12 ß..5・ t:H1dCr. .;;r='l30S' lW.!組LY=!l'型，V.:~~

h:>!derゴ{守島誕IIS・エ丹羽1Itt!2司副究用量)11>3ft~'\r't1'，lt\耐礼助市日
以内に~圃国L命・1I\1VJI'" 民...，..ヲ九・ ~.r

<IQr-.:N....n:.naly.::.河s:Rcsu;";，
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参加者数

I ，--， -i-~~ I ョ| 中国語
寓話 |日本語|英邑

| | ロ|繁体字|簡体字

参加者数 8 191 7 I 8 

・多言語タスクへの参加者チーム数
2チーム (NTCIR-6)→5チーム(NTCIR-7)

.それ以外に，簡体字中国語と繁休字中国語

の双方に参加したチームが3チーム。

TALK OUTLINE 

1. NTCIRつてなに

2. ACLlA速報

3. MOAT速報

4. PATMT/PATMN速報

5. MuST 速報

6. EVIA速報

7. つづきはNTCIR-7meeting (12/16-19)で...

PATMT(特許翻訳タスク)
藤井敦.山本幹雄，字津呂武仁(筑波大学).内山将夫 (NICT)

-動機
一エンジンとデータが整備されつつある

.エンンン
一統計的機械翻訳のデコーダ

.データ
一日本公開公報と米国特許(1993-2002年)から抽出した

パテントファミリー 8万対
・上位パテントファミリーから抽出した対訳文200万対

.文翻訳の訓練データとテストデータとして使用可能

.意義

一学術研究と産業上の価値
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評価

-自動評価ツールの提供。

.多様なオブBションlこより，
意見性・極性・適合性について

様々な基準での分析が可能。

-前回と比べて参加システムの技術が向上 0

.続きは成果報告会で.

PAγMγ(特許翻訳)速報

~Ail.'M .I帯主 tゥ占領~rll.l r~渋滞!ßtlor

NTCIRで配布している特許データ

出願人要約 11

を専門家が 11

適宜編集 ¥/ 

閉じ発明について臼本と米国

に出願されている特許がある

パテントファミリー(対応特許)約875)1'1 

亡=>
専門家による英訳



パテントファミリーの例
発明の名称マイクロアクチュエータ

参加システムの評価方法

• intrinsic 
-BLEUによる自動評価

-英仏を対象とした機械翻訳とほぼ同等

一人手判定による評価

-自動評価との相関を鯛査中

• extrinsic 
一言語横断特許検索の精度(MAP)による評価

(1) NTCIR-5の検索課題(英訳)を日本語に翻訳

(2)日本語の特許を検索

ドライラン(予備蹴験)とフォーマルラン(本鼠験)を行った

ドライランの結果:日英intrinsic

6 

ω5 
c 
...... 
~ 4 
c 

E 3 
コ
工 2 

O 5 

H • 
G. E. C .】・

10 15 20 

BしEU

25 
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頭文 cpu 1 performs the conlrol 01 Ihe whole eleclronic musical inslrumenl 
such as key assigning and lone generaling ∞nlrol 

-日本語として自然な語般に並べ替える
-B本語の語版も大量のテキストデータから学習しておく

ls柑駅 CPUlはキーアサイン、発制御など電子楽器全体の制御を行う。|

BLEU: BiLingual Evaluation Understudy 

.参照訳と比較してシステムの翻訳結果を評価する

一完全一致で比較するとほとんどの翻訳結果がO点

ーそこで， n-gram単位の一致率を幾何平均する(n=1-4)

ー値の範囲は [0，1)でl 大きいほど良い

.短い翻訳結果には BPでペナルティを与える

P" rrgramの一致率
r 参照訳の長さ

BLEU = BP x ~I日 P II

BP = min( 1， el
-
rIC

) 
C システム翻訳の長さ

ドライランの結果:英臼exirinsic

当!??索MAP= 0.91 (凶掛け枇It言語構)
断検索のMARa，高い ! 

可コ 0.5 
b/) 

n 0.45 

言 i・G
0.4 

0.35 

10 

• F 

• E 
. (、

B ・-

15 20 

BLEU 

• A 

25 



ドライランの結果:英日extrinsic(つづき)
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MAP rigid 
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PATMN(ヰ寺許マイニングタスク)

難波英嗣(広島市立大学)藤井敦(筑波大学)

岩山真(日立製作所/東京工業大学)橋本泰一(東京工業大学)

目的

特許と論文を対象!こした検索や技術動向分析
など、様々な目的に利用可能な言語処理技
術の開発

その第一歩として、論文抄録を「国際特許分
類J(IPC)tこ自動分類
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ドライランから分かったこと

• BLEUとMAPは相関が高い

・人手評価は，ルールベースシステム引徐けば，
BLEUやMAPと相関がある

-フォーマルランでは，ドライランよりも多くの

チームが参加し.さらに詳細な分析を行った

-詳しくは12月の成果報告会で

PATMN(特許マイニング)速報

セクション



サブタスクのまとめ

必少

.~走路で自己織された特許
USPTO(l99:3・2000)
PA.J(!fJ93・2002)
(E“日lishl

亡市主同五「1・一一|正解デーヲ|
tt較・評価

評価

正解データ

日英論文抄録iこIPCコードを付与したデータを準備

同一内容の特許と論文の対 976

ドライラン 97トピック

フォーマルラン:879トピック

1トピックあたり平均正解数:2.2

註血E虚
MAP /再現率/精度
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実施サブタスク

-盟主語立:::J'~^7(J盟担盟到J本語の論文
を日本語で記載された特許データを用いて分
類。

。茎益立"j'1j.スク(Enqlish).英語の論文を英語

で記載された特許ヂータを用いて分類。

-童話接甑.3[.芝タ，6クLJ..2..ct日本語の論文を英
語で、記載された特許データを用いて分類。

特許マイニングタスク参加者数

参加システム数

日本語サブタスク :24 

英語サブタスク :20 

言語横断サブタスク 5



フォーマルランの結果から分かったことフォーマルラン結果(一部)

-各サブタスクにおいて、成績トップのシステムは、
いずれもいNN手法を採用。

-機械学習(ナイーブ‘ベイズ+口ジスティック回帰)を
用いたグループも、トップのシステムに近い成績
を得ている。

-言語横断サブ、タスクトップのシステムは、日本音吉
サブタスクや英語サブタスクと同等のMAP値を
得ている。

クス
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i〆1寓語機断サブタスクのトップシステムの
MAP値は英語サブタスクのトップシステム
のMAP値i手近い。

官官能ij?部員活;ィ;
英語サブタスク

MuST 

(動向情報の抽出・要約・可視化)

速報

Organizers: 
加藤恒昭(東京大学)

松下光範(関西大学)

NTCIRつてなに

ACLlA速報

MOAT速報

PATMT/PATMN速報

MuST速報

EVIA速報

つづきはNTCIR-7meeting (12/16-19)で...

TALK OUTLINE 

1

2

3

4

5

6

7

 

-情報活用を巨的に，動向憎報を中心としたマ

ルチモーダル要約についての研究を加速し
その検討・評価を行う

・関心・目的の具体化に応じたふたつのアプ

口ーチをとる

ー評価課題:具体化された研究課題について，定
量的な評価を検討し，研究を進める

一自由諜題:萌芽的な研究課題について，
模索的，提案的な研究を進める

タスクの概要位置づけ

-対話的かつ探索的な情報活用の支援
一収集された情報の全体像の概観

一関心の絞り込み・具体化や変更

山必要な詳細情報へのアクセス

・言語情報と非言語情報の活用
一言語情報と非言語情報の繍断的利用

ーマルチモーダルプレゼンテーション

i鐙~)動向情報の要約と可視化に着目
' 一一定期間にわたる情報の総合的まとめあげ

一時間.地理的空間に止まらない4華々な軸

ーテキスト情報+数値情報
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評価課題{提案) 資源

• T2N:テキストからの時乞
系列統計量の抽出と
可視化

• N2T:時系列数値情報の
言語化

F
T
i
 

麟叩
，
N

MuSTデータセット
- 1998，1999年の毎日新聞記事より27トピック581記事について注釈

付けを行ったもの

可視化プラットホーム
一情報活用を目的とした可視化システム構築ための

プラットホーム

ーオープン、ノースで提供予定

.変化表現コーパス

ーテキスト中で表現される統計盤の僅やその変化を踏出し一定の形
式で整理(コーディング}

-9トピックについて219記事より1，789件の情報を抽出

• ALN:時系列数値情報と
テキスト情報との
アラインメント

MuSTデータセット注釈例 可視化プラットホーム

ノリンの全国平均!主

.'9U80tl日り今滋</dat也、調査の<name

pa!'1ニ hó正1[ >ガソリン路絡(L....:~ミュラA ぺ i) ツト}l.γλ ，ame/Iま
円向問z目':n-Iの P!i釦fιtじニニ:'i口∞。 〆余i間1主潟iF可平Ti下Fι-士均究句恥1<く心fふ'(1問8加n1刊むψ〉でくαvaぶ，，;92引f内勺、メ/笠主よお

り仏、 く他d，出a向3

p仰a】川rパt:::ど:"r恥。∞凸札ツ〉平均<1川/ne川 eρ>1に=比ベ<r問伶叫l川l印臼肝九"(Mげ('川，句、11円z勺J</qJ'上

5界草したえ/"nit>。くunitGtai:: "レギュライ~:Jf、ノリンの全国平均庖銭
倒{省、くnon地 c)artコ"foot、全国平昨/narne)の上昇lま¥date

E仰r印船が〆aトj〆-ゴ♂"川，町旬"abs:::"川1ω90卿9叩Oω2加0削1"冗〉冷2月上飼ι/物〉以来、 /dιω"

月 "叫4力F只~ ，.; け山丸リ川}げr〆ん，ふぶ5:りだ</u町n批i比t>入。 “ ず

変化表現コーパス 実施状況

97年(1~1 2)=!) の閣内務体べ出荷台数{主、前年比3 ・ 4%増の704万 200
0台、本体出街金額は防1・7%増の1兆7147億円と、消費税駆け込み犠
獲高uの4月以前の「特需JIご支えられ、かろうじて前年を上回った。

統計量 =箇内本体出荷台数

時点 2 くdalogr.ピ年"Ilbs""1997")97年(1-12月)くIdate>
TypeO.val" 704万2000台d

Type1.Change" upward 
Typel.ref" <dale gra""年"abs=同1996">)!l1年</dale>

Type1.dil!" <rel 5Ial="図内出荷台数"Iype="prop刷>'3・4%</rel>

級官十量=本体出3荷金額
時点"<dote gr."-年吃aba，，"1997">97年 (1-12月).</date)
TypeO.val = 1兆7147億円
Typel，change包 upward
Type1，ref = <pro ref=怜前年比"id=-"980204080_2、問</pro>
Type1.di!f巴<reI5Ial="間内出荷額"type="prop"> 1・7%<lrel>

• 14グループ(若干の変動あり)が参加

.様々な自由課題
一08年3月末の成果進捗報告会にて中間報告

.評価課題はT2N課題のみ実施
-T2N:テキストからの時系列統計量の抽出

-8トピック25統計量
・ガソリン ガソリン価格原油価格

・ネット携帯加入者 1・mode，EG-web，ふSky

-ヂジカメ 出荷台数，出荷額等々

-5グループ， 9システムが結果提出
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T2N課題の実施例

T2N010401内聞支持率

i;;;;日付i

あるシステムの抽出結果に

基づく再現

自由課題の例

表形式データ可視化手法による新聞記事コーパスの可視化

. 動向情報に基づくオンラインニュースフィルタリンク.

・刑事事件の関連記事抽出に基づく量刑推移の可視化

・数値固有表現情報に関わるテキストマイニングと可視化

・時系列データの全体傾向のより分かりやすい言語表現の生
成

動向情報分析の多言語化

包民主主bsLc.u..:.泣kvo.盆Llli成果進f歩報告会参照
対象記事中のすべての情報

を用いて描いたグラフ

TALK OUTLINE 

NTCIRつてなに

ACLlA速報

MOAT速報

PATMT/PATMN速報

MuST速報

EVIA速報

つづきはNTCIR-7meeting (12パ6-19)で...

1

2

3

4

5

6

7

 

NTCIR-7 Meetingで、は... 

-評価課題の傾向分析と利用技術を紹介

声 ι制0(¥
q可se三=-

七た T品U5.Jf獄殺
W". 乞つ~'"'""

-公開予定の資源を紹介

-様々な自由課題の成果と進捗

-情報アクセス評価の国際ワークショッブ

.プログラム委員会による査読あり。

オンライン予稿集あり。 NTCIRと関係なくても可

.第一回:2007年5月15日(NTCIR・6Day 1) 

米TREC.東アジアからの招待講演

+論文+ポスター+EVJF(EvaluatingJapanese Food) 

.第二回:2008年12月16日(NTCIR-7Day 1) 

TREC. NTCIR， CLEF， INEX， CHORUSほか多棟なコ
ミュニティ(巴本，中箇，スペイン，米国軍英国.オースト
ラ1)ア.インド，スウェーデン，アイルランド)から12件

の投稿あり。

EVIA 

EVIA(情報アクセス評価に

関する国際ワークショップ)

速報

SYl俳liJtØr'ri~tion-ãrWdrkshop on 
Evalh制ing:lrifoimationAccess 
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Chairs: Mark Sanderson and Tetsuya Sakai 



TAしKOUTLINE

1. NTCIRつてなに

2. ACLlA速報

3. MOAT速報

4. PAτMT/PATMN速報

5. MuST速報

6. EVIA速報

7. つづきはNTCIR-7meeting (12/16ぺ9)で.

L..山岨-

「一

ご;脅聴ありがとうございました

I 

一
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NTCIR-7でお会いしましよう
会場:国立情報学研究所(神保町/竹橋)

日時:2008年12月16-19日
・学生さんの論文集なしの参加は無料です!

・参加登録 b.t~P'j!r.?5~?~g:t!...oH...~.çjpir!t.ç~ r.~~~.~çJr-:~~.0.7ftr:..四 tíG91

午前

午後

宴
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